
 

                                       

今回のテーマ：野菜をしっかり食べて健康に！ 

       ～地場産物の野菜にも注目しよう～ 
みなさんは、地域でとれる野菜の種類や旬の時期を知っていますか？  

野菜には、ビタミンや無機質（カリウム、カルシウム、鉄など）、食物繊維が多く含まれて 

おり、体内では、おもに体の調子を整える働きがあります。 

 新鮮で栄養たっぷりの地場産物を、積極的に食べて、暑い夏を乗り切り夏休みも元気 

に過ごしましょう！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「地産地消」に取り組もう 
地域で生産した地場産物を地域で消費することを「地産地消」 

といいます。新鮮な食品を食べることができ、地域の産業も活性化します。 

また、輸送距離が短いため、輸送エネルギーの削減になり、環境問題の改善

にも貢献できます。学校給食でも積極的に地産地消に取り組んでいます。 

 

＊米＊ 
「コシヒカリ」「天のつぶ」「ひとめ

ぼれ」などの品種を栽培しています。 
給食では、いわき市産のコシヒカリ

を使用しています。 
＊いも＊ 

いわき伝統野菜の「とっくりいも」
や「おくいも」などのいも類も栽培さ
れており、給食でも使用しています。 

＊きのこ＊ 
いわき三大きのこ「なめこ」「しい

たけ」「エリンギ」は、給食でもよく 
使用しています。 

1 日の野菜の目標量 

いわき市産の主な農産物 

 

約１２０ｇ 

＊いちご＊ 
  現在いちごは「とちおとめ」や 福島
県産のオリジナル品種の「ふくはる
香」、新品種の「ゆうやけベリー」な
どが栽培されています。給食では、２
～３月頃に提供しています。 

＊梨＊ 
   水はけが良く日照時間も長い、いわ
き市では、甘くてみずみずしい梨がと
れます。「幸水」「豊水」「涼豊」「あき
づき」「新高」など品種も豊富です。 

  給食では、８月末～９月頃に提供し
ています。 

いわき市は、福島県内でも有数の 
長ねぎの産地で、収穫時期によって
「春ねぎ」（４月～６月）「夏秋ねぎ」
（８月～１１月）、「秋冬ねぎ」（１１
月～３月）と呼ばれ、ほぼ１年中 
栽培・出荷しています。 
★給食レシピ★ 
「キムチチゲ」「すき焼き」等 

「親バカトマト」「サンシャイ
ントマト」が知られています。 
 いわき市の温暖で日照時間が
長い気候を活かしたハウス栽培
がさかんです。 
★給食レシピ★ 
「ミニトマト」 
「とり肉と豆の 

トマト煮」等 


